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地
球
の
沸
騰
化

時
代
が
到
来

猛
暑
が
続
く
中
、
熱
中
症

で
亡
く
な
る
方
が
連
日
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
室
内
で
の
事
故
が
多
い

そ
う
で
す
。
こ
ま
め
に
水
分
を
取
る

事
が
必
要
で
ク
ー
ラ
ー
な
ど
で
涼
し

く
す
る
、
な
る
べ
く
外
出
は
避
け
る

な
ど
の
対
策
で
危
険
を
回
避
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
▼
国
連
の
グ
テ
ー

レ
ス
事
務
総
長
は
「
地
球
温
暖
化
の

時
代
は
終
わ
っ
た
。
地
球
沸
騰
化
の

時
代
が
到
来
し
た
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
ま
し
た
▼
Ｗ
Ｍ
Ｏ
（
世
界
気
象
機

関
）
な
ど
は
、
２
０
２
３
年
７
月
の

月
別
の
最
高
記
録
を
更
新
し
、
史
上

最
も
暑
く
な
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
発
表
を
受
け
た
国
連
事
務
総
長

は
「
異
常
気
象
が
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

に
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
危
機
感
を
示

し
、
各
国
の
気
候
変
動
対
策
強
化
を

求
め
ま
し
た
。
特
に
、
Ｇ
２
０
＝
主

要
２
０
カ
国
・
地
域
が
温
室
効
果
ガ

ス
の
８
０
％
を
排
出
し
て
い
る
と
指

摘
、
「
Ｇ
２
０
の
新
た
な
排
出
削
減

目
標
が
必
要
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

▼
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
・
世
界
中
の
科
学
者

が
協
力
す
る
政
府
間
組
織
）
は
、
温

暖
化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
二
酸
化

炭
素
は
最
も
影
響
度
が
大
き
く
、
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
４
次
報
告
書
で
は
温
室
効

果
ガ
ス
の
７
６
・
７
％
と
な
っ
て
い

ま
す
▼
最
近
の
３
０
年
の
各
１
０
年

間
の
世
界
平
均
気
温
は
、
産
業
革
命

以
降
の
ど
の
１
０
年
間
よ
り
も
高
温

と
な
っ
て
い
て
い
ま
す
。
北
極
の
氷

が
溶
け
て
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
生
息

地
域
が
狭
く
な
っ
て
い
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
待
っ
た
な
し
の
状
況

で
早
急
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

花言葉：愛嬌

ト
レ
ニ
ア

「働き方・賃金アンケート」

にご協力をお願いします。

職場の実態と皆さんの要求をつかんで、

労働条件の改善に役立てていきたいと思

います。沖電気の職場を明る

くする会ホーム ページからで

もアンケートができます。

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
（
厚
生

労
働
相
の
諮
問
機
関
）
が
７
月
28

日
最
賃
の
引
き
上
げ
目
安
答
申
し

ま
し
た
。
全
国
加
重
平
均
で
時
給

１
０
０
２
円
で
す
。
目
安
通
り
に

決
ま
れ
ば
現
行
９
６
１
円
か
ら
41

円
の
増
額
に
な
り
ま
す
。
今
後
都

道
府
県
の
地
方
審
議
会
で
実
際
の

最
賃
を
決
め
、
10
月
ご
ろ
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

不
合
理
な
地
域
格
差

は
お
か
し
い

目
安
通
り
に
改
定
さ
れ
る
と
、

東
京
は
１
１
１
３
円
、
青
森
な
ど

は
８
９
２
円
で
、
差
は
２
２
１
円

に
広
が
り
ま
す
。
ふ
つ
う
に
生
活

す
る
の
に
必
要
な
生
計
費
（
家
計

に
お
い
て
、
日
常
生
活
を
維
持
す

る
の
に
必
要
な
費
用)

は
全
国
で

ほ
と
ん
ど
差
が
あ
り
ま
せ
ん
。
不

合
理
な
地
域
格
差
を
是
正
し
な
い

こ
と
は
大
問
題
で
す
。

ま
た
時
給
１
０
０
２
円
で
は
全

く
不
十
分
で
す
。
月
１
６
０
時
間

の
フ
ル
タ
イ
ム
並
み
に
働
い
て
も

年
収
１
８
０
万
円
で
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
水
準
で
す
。
し
か
も
１
０
０

０
円
超
は
８
都
府
県
だ
け
で
す
。

こ
れ
で
は
全
体
の
暮
ら
し
の
底
上

げ
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

物
価
高
騰
に
追
い
つ
か
ず

更
に
拍
車
を
か
け
る
の
が
物

価
高
で
す
。
６
月
の
消
費
者
物
価

は
、
前
年
同
月
比
３
．
３
％
増
と

22
カ
月
連
続
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。

食
料
品
な
ど
生
活
必
需
品
の
高
騰

は
、
特
に
低
所
得
者
に
大
き
な
打

撃
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
部
留
保(

た
め
込
み
金
）

に
時
限
的
課
税
を

こ
の
10
年
間
で
５
１
３
兆
円
に

膨
れ
上
が
っ
た
大
企
業
の
内
部
留

保
へ
10
％
の
時
限
的
に
課
税
す
れ

ば
10
兆
円
の
財
源
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
の
財
源
で
中
小
企
業
支
援
も
抜

本
的
に
強
化
し
、
全
国
一
律
１
５

０
０
円
の
最
賃
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ

う
。

OKIで働くすべての労働者に適用を５
月
実
質
賃
金
1.2
％
減



 マイナンバーカード 廃案・廃止などの動向
導入検討されたが、国民のプライバ 違憲判決
シー侵害の懸念が大きく裁判へ 廃案
身分証明書（IDカード）は健康保険 国民抵抗
などと区別されて管理されている 未導入
費用対効果やプライバシー侵害が 運用後
問題視され、廃止 １年で廃止
納税者番号と医療番号の共通化が議 国民猛反発
論されたが、実現していません 廃案
不正入手した社会保険番号による 任意
「なりすまし」被害増大等で問題化 悪用懸念
住民登録番号が付番されているが、 廃止も検討
行政手続とは区別。４割紛失の不備

韓国

ドイツ

フランス

イギリス

オーストラリア

アメリカ

健
康
保
険
証

廃
止
は
撤
回
を

【
埼
玉
・
蕨
地
区
】

社
会
人
に
な
っ
た
直
後

に
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て

い
る
の
が
自
分
の
健
康
保

険
証
を
渡
さ
れ
た
時
で
す
。

国
民
皆
保
険
制
度
の
象
徴

で
あ
り
、
健
康
保
険
証
の

お
か
げ
で
安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が

ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
個
人
情

報
流
出
の
リ
ス
ク
が
高
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

強
制
の
た
め
に
、
自
公
政

権
は
大
し
た
審
議
も
な
く

来
年
の
健
康
保
険
証
廃
止

を
強
引
に
押
し
通
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
か
ら
で

も
遅
く
な
い
、
健
康
保
険

証
廃
止
反
対
の
声
を
あ
げ
、

廃
止
撤
回
に
も
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

作
業
服
が
変
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
群
馬
・
富
岡
】

６
月
に
作
業
服
の
サ
イ

ズ
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

来
年
１
月
か
ら
現
在
の
Ｏ

Ｔ
Ｍ
の
作
業
服
か
ら
沖
電

気
の
作
業
服
に
変
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
４
月
、
５

１
７
人
が
沖
電
気
か
ら
Ｏ

Ｔ
Ｍ
に
転
籍
し
た
時
、
一

斉
に
Ｏ
Ｔ
Ｍ
の
作
業
服
に

変
わ
り
職
場
の
雰
囲
気
が

ガ
ラ
ッ
ト
変
わ
っ
た
の
を

記
憶
し
て
い
ま
す
。
あ
れ

か
ら
、
わ
ず
か
２
年
半
で

作
業
服
が
沖
電
気
の
作
業

服
に
戻
る
と
は
思
っ
て
も

み
ま
せ
ん
で
し
た
。

作
業
服
を
変
え
る
こ
と

に
つ
い
て
の
会
社
説
明
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
い
っ

そ
う
の
事
、
雇
用
関
係
も

Ｏ
Ｔ
Ｍ
で
は
な
く
沖
電
気

に
統
一
し
た
方
が
ス
ッ
キ

リ
す
る
の
に
」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
ま
す
。

え
っ
…

暑
い
の
？

【
埼
玉
・
本
庄
地
区
】

新
工
場
が
で
き
て
２
年

目
の
夏
。
今
年
は
例
年
に

比
べ
て
温
暖
化
の
影
響
で

猛
暑
日
が
続
き
熱
中
症
の

対
策
が
特
に
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
職
場
は
、
快

適
に
作
業
し
て
い
る
だ
ろ

う
と
聞
い
て
み
る
と
。
３

月
、
４
月
頃
の
気
温
の
急

激
な
変
化
も
あ
っ
て
職
場

で
倒
れ
る
人
が
出
た
と
か
。

「
各
作
業
場
所
に
は
小
型

の
扇
風
機
が
設
置
さ
れ
て

暑
さ
対
策
な
ど
し
て
い
る
」

と
聞
き
ま
し
た
が
。
特
に

連
休
明
け
は
、
建
物
自
体

が
暑
く
な
っ
て
お
り
大
変

だ
、
と
の
こ
と
。

新
工
場
は
「
屋
根
に
発

電
用
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
た
ほ
か
、
生
産
の

状
況
に
連
動
し
て
照
明
や

空
調
、
換
気
を
自
動
的
に

制
御
す
る
仕
組
み
を
採
用
。

外
壁
や
屋
根
は
高
断
熱
化

し
、
自
然
採
光
な
ど
も
活

用
し
て
い
る
」
と
い
う
紹

介
記
事
も
あ
り
ま
し
た
が
。

８
月
は
７
月
よ
り
猛
暑
が

予
想
さ
れ
、
ま
す
ま
す
早

め
の
対
策
が
必
要
で
す
。

再
雇
用
者
が
安
心
し
て

働
け
る
職
場
を
め
ざ
し
て

【
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
】

定
年
後
の
再
雇
用
者
が

増
え
る
中
で
、
働
き
続
け

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
が

あ
り
相
談
に
来
る
労
働
者

が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
再
雇
用
さ
れ
て

も
低
賃
金
だ
っ
た
り
、
週

３
日
労
働
だ
っ
た
り
し
て

生
活
が
困
窮
す
る
働
き
方

を
強
い
ら
れ
て
い
る
状
況

が
あ
り
ま
す
。
ユ
ニ
オ
ン

に
加
入
し
て
も
ら
い
団
体

交
渉
を
通
じ
て
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
企

業
が
掲
げ
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企

業
の
社
会
的
責
任
）
経
営

を
評
価
し
て
い
ま
す
が
、

必
ず
し
も
職
場
で
守
ら
れ

て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

私
た
ち
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ

（
国
際
労
働
機
関
）
が
策

定
し
た
、
国
際
労
働
基
準

を
職
場
に
適
用
さ
せ
る
た

め
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

★ ６ 日 広 島 ・ ９ 日 長 崎 原 爆 ・ １ ５ 日 終 戦 記 念 日 ★ ２０２３年 ８月 第４２１号

マイナカードの押しつけ ２兆円超の税金投入
保険証との一体化 「国民皆保険」崩壊の恐れ´

人
権
侵
害
の
懸
念

イ
ギ
リ
ス
は
導
入
を
始
め
た

が
、
人
権
侵
害
へ
に
危
険
が
あ

る
こ
と
や
巨
費
が
浪
費
さ
れ
る

と
し
て
廃
止
。
国
民
監
視
を
強

め
る
マ
イ
ナ
制
度
の
中
止
・
廃

止
が
日
本
の
選
択
肢
で
す
。

《
沖
電
気
を
考
え
る
》

第
１
８
２
回

・
集
団
献
血･

健
保
組
合

日
本
で
最
初
の
集
団
献
血
は
沖
電
気
・
品
川
事
業
所
（
当
時
）

実
施
日
の
８
月
21
日
が
日
本
の
「
献
血
の
日
」

沖電気は企業献血のパイオニア。一社員の

提案で1964年に実施され、その日が「献血

の日」と制定されている。

社員の募金により、１９９６年から日本赤

十字社へ保冷庫付き献血運搬車や広報車を

寄贈している。運搬車は30台を超えている。

健康保険組合は１９２６年に東京で７番

目の設立。現在は国内連結子会社も組織。

健康経営優良法人２０２３，スポーツエー

ルカンパニー２０２３、障がい者雇用で「も

にす認定」などの認定実績がある。

62.1
《
追
悼
》
故
人
の
声

★
日
本
国
憲
法
は
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ

ン
と
同
じ
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。

戦
争
は
嫌
だ
ぜ
ベ
イ
べ
ー
（
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
・
忌
野
晴
志
郎
さ
ん
）

★
９
条
守
れ
の
活
動
を
強
め
、
改

憲
反
対
の
声
を
大
き
く
し
ま
し
ょ

う
（
小
説
家
・
大
江
健
三
郎
さ
ん
）

★
「
ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
」
核
兵

器
廃
絶
を
訴
え
続
け
ま
す
（
広
島

の
被
爆
者
・
坪
井

直
さ
ん
）

★
核
廃
絶
へ
の
道
は
被
爆
者
が
思

う
よ
う
に
は
進
ん
で
い
な
い
（
長

崎
の
被
爆
者
・
山
脇
佳
朗
さ
ん
）

★
戦
争
は
外
交
の
失
敗
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
を
怠
っ
て
軍
備

増
強
す
る
の
は
本
末
転
倒

（
作
曲
家
，
ピ
ア
二
ス
ト
・
坂
本

龍
一
さ
ん
）

0.7％

17.5

63.4

25,8

32.2

難民認定率

（２０２１年）

日本は、世界でも類をみない極めて少ない難民認定

例）２０年のシリア難民認定率ではドイツ７８％、アメ

リカ６２％、オーストラリア８９％、日本２２％。

★認定基準や手続き基準が問題と指摘されています。

（UNHCR：国連難民高等弁務官事務所の資料から）

世界は今
電子政府の

見直し

カ
ー
ド
配
布
か
ら
７
年

３
割
は
未
申
請

税
金
を
使
っ
た
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

事
業
を
繰
り
返
し
て
も
申
請
数
が
増

え
な
い
の
で
、
政
府
は
健
康
保
険
証

と
の
紐
づ
け
も
強
行
。
「
申
請
は
任

意
」
の
形
骸
化
で
医
療
制
度
が
危
な

い
。
ト
ラ
ブ
ル
多
発
で
国
民
の
７
割

は
「
反
対
」
し
て
い
ま
す
。

Ｍay Ｐeace

Ｐrevail

Ｏn Ｅarth

人類の平和を願います

東京・品川駅前通用門広場で実施された

第１回集団献血（ＯKI広報誌から）


